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陳
龍
正
の
思
想

1
東
林
学
の
一
継
承
形
態
一

荒

木

見
．

悟

「
　
龍
正
を
め
ぐ
る
人
び
と

　
陳
龍
正
（
一
五
八
五
－
一
六
四
五
）
は
、
万
暦
十
三
年
六
月
、
子
王
（
中
富
嚢
　
号
穎
亭
）
の
第
二
子
と
し
て
、
嘉
善
の
膏
山
郷
に
生

ま
れ
驚
か
な
り
広
汎
な
土
地
を
所
有
す
る
名
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
・
二
王
塁
り
・
始
め
て
進
士
に
及
第
し
（
万
暦
＋
四
年
）
・

い
わ
ゆ
る
官
僚
地
主
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
る
こ
と
と
な
る
。
実
正
の
記
し
た
「
困
学
説
」
　
（
全
書
巻
二
十
一
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
十
一
、

二
歳
の
頃
、
仙
仏
に
あ
こ
が
れ
て
、
長
生
を
求
め
た
り
僧
侶
に
な
ろ
う
と
し
た
た
め
に
、
ひ
ど
く
父
を
落
胆
さ
せ
、
十
四
歳
の
頃
は
、
時

芸
詩
文
に
熱
中
し
、
二
十
六
、
七
の
頃
は
経
済
に
志
し
た
と
い
う
。
し
か
し
三
十
歳
の
時
、
父
を
亡
い
、
つ
い
で
母
に
死
別
し
、
境
遇
が
苦

し
く
な
る
と
と
も
に
、
漸
く
本
格
的
な
学
問
に
志
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
龍
正
が
師
事
し
始
め
る
の
は
、
呉
遽
番
（
二
言
遠
）

・
高
忠
憲
（
韓
厚
意
）
・
帰
陶
篭
（
諄
苫
葺
）
の
三
人
で
あ
っ
て
、
こ
の
中
思
想
家
と
し
て
特
に
著
名
な
の
は
、
高
忠
憲
で
あ
る
が
、
こ

の
三
人
は
相
互
に
親
交
が
あ
っ
た
。

　
元
来
、
陶
篭
は
、
明
代
古
文
家
の
領
袖
と
言
わ
れ
る
帰
震
川
の
児
で
あ
っ
て
、
そ
の
略
伝
は
、
高
忠
憲
の
「
陶
電
先
生
伝
」
　
（
高
子
遺

書
巻
十
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
「
（
陶
奄
は
）
乙
未
（
万
暦
二
十
三
年
）
、
京
邸
に
従
い
、
嘉
善
の
呉
子
志
遠
に
交
わ
り
、
壷
金
に
過
り
、
高
子
華
龍
に
交
わ
る
。
三

　
人
相
得
て
饗
す
る
こ
と
甚
だ
し
。
時
に
高
子
は
室
を
蚕
湖
の
上
に
築
き
、
水
居
と
い
う
。
呉
子
は
室
を
淫
蕩
の
上
に
築
き
、
荻
秋
と
い

　
う
。
帰
子
は
既
に
三
た
び
公
費
に
対
す
れ
ど
も
記
せ
ず
、
又
両
た
び
婦
を
喪
い
、
醸
疾
を
得
、
室
を
毘
の
畳
鰯
に
築
き
．
鳥
撃
と
い
う
。

　
三
子
は
、
た
が
い
に
過
従
し
湖
山
を
几
席
と
し
、
風
月
を
衣
被
と
し
、
悲
史
を
飲
食
と
す
。
見
る
者
、
三
人
σ
一
室
に
相
対
し
、
終
日

　
黙
然
と
し
て
自
ら
恰
ぶ
を
以
て
、
そ
の
事
と
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
」

　
「
高
忠
憲
年
譜
」
に
よ
れ
ぽ
、
高
子
が
呉
．
帰
二
子
と
こ
う
し
た
清
雅
静
穏
な
交
際
を
あ
た
た
め
た
時
期
は
、
万
暦
二
十
六
年
（
時
に
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⑤
）

忠
憲
は
三
十
七
歳
）
よ
り
二
十
八
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
に
万
暦
二
十
年
「
崇
正
念
霊
異
二
番
」
に
お
い
て
、
「
孔
子
の
道
は
、

程
朱
に
至
っ
て
閲
明
す
る
こ
と
盛
ん
ど
尽
せ
り
。
孔
子
を
学
ぶ
に
は
、
必
ず
程
朱
に
よ
る
こ
と
、
正
に
室
に
入
る
に
は
、
必
ず
戸
に
よ
る

が
如
し
」
と
断
定
し
て
は
い
る
も
の
の
、
型
通
り
の
朱
子
学
に
は
ま
り
込
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
悟
を
得
る
ま
で
に
は
、
な
お
友

人
知
己
と
の
切
瑳
を
重
ね
、
黙
坐
至
心
の
体
験
を
積
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
（
高
子
遺
書
巻
三
、
困
学
記
参
照
）
有
名
な
「
復
七
記
」

は
、
右
の
水
居
居
住
中
に
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
年
、
群
島
が
こ
の
記
に
加
え
た
後
記
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
「
（
禅
宗
は
）
終
日
終
年
、
無
理
の
話
に
参
ず
。
真
に
こ
れ
労
し
て
功
な
き
な
り
。
故
に
諸
子
は
、
『
天
下
に
禅
客
よ
り
忙
し
き
は
な

　
し
』
と
い
う
。
先
生
（
忠
憲
）
は
そ
の
意
を
反
し
て
こ
れ
を
用
い
、
人
を
し
て
且
く
家
中
に
お
い
て
聖
賢
の
切
要
の
言
を
体
呈
せ
し
む
。

　
百
世
の
群
蒙
を
開
く
と
い
う
べ
し
。
」

　
こ
こ
に
忠
憲
の
主
筆
尊
重
に
対
す
る
、
龍
正
の
共
感
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
取
，

り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
今
は
、
先
に
あ
げ
た
帰
陶
蕎
も
ま
た
、
茅
屋
に
琴
一
張
・
丁
数
百
巻
を
た
く
わ
え
て
．
他
に
長
物
な
く
、
　
「
琴
を

鼓
し
書
を
読
み
、
開
国
黙
識
し
て
、
天
地
の
坂
な
き
を
窮
め
、
品
物
の
自
あ
る
を
察
す
る
」
生
活
を
送
り
、
龍
正
か
ら
「
陶
篭
の
人
と
文

と
に
至
っ
て
は
、
又
塵
埃
中
の
一
蓋
壷
秋
月
な
り
」
　
（
全
書
巻
四
十
五
、
与
金
正
希
侍
御
）
と
評
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
を

注
意
す
る
に
と
ど
め
る
。
こ
の
三
人
に
共
通
す
る
黙
坐
毒
心
の
工
夫
の
内
容
が
、
果
し
て
厳
密
な
意
味
で
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か

は
詳
か
で
な
い
が
、
そ
こ
に
時
流
を
透
視
し
つ
つ
、
既
成
の
思
想
類
型
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
己
定
立
を
は
か
ろ
う
と
す
る
意
図
が
こ
め
ら

れ
て
い
た
．
」
と
は
、
縷
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
目
盛
的
現
実
か
ら
の
逃
避
と
い
う
よ
り
も
、
一
応
そ
，
」
に
歪
の
轟
を
お
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
に
本
心
の
満
足
し
得
る
定
点
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
そ

主
客
両
界
に
わ
た
る
諸
問
題
を
冷
静
に
凝
視
し
、

れ
は
単
な
る
朱
子
学
の
追
認
と
し
て
の
静
坐
で
は
な
く
、
朱
子
学
の
修
正
改
変
を
も
い
と
わ
ぬ
静
坐
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ

そ
清
初
の
朱
子
学
者
陸
稼
書
は
、
高
忠
憲
を
攻
め
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
蓋
し
静
坐
を
以
て
主
と
な
さ
ん
と
凝
せ
ば
、
則
ち
凡
そ
先
儒
（
朱
子
）
の
致
知
窮
理
存
心
養
性
の
法
、
こ
れ
が
た
め
に
変
易
せ
ざ
る

　
を
得
ず
。
そ
れ
静
坐
の
説
は
、
程
朱
と
難
も
こ
れ
あ
る
も
、
学
者
を
し
て
、
動
静
こ
も
ご
も
養
い
、
頃
刻
も
逼
る
る
こ
と
な
か
ら
し
め
ん

　
と
欲
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
高
子
の
困
学
記
中
に
言
う
所
の
如
く
、
必
ず
守
神
黙
坐
し
、
面
目
を
呈
露
し
て
、
然
る
の
ち
以
て
下
手

　
の
地
と
な
す
あ
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
」
　
（
三
魚
堂
文
集
巻
二
、
学
術
弁
中
）
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い
わ
ゆ
る
定
型
的
朱
子
学
に
お
け
る
主
静
と
、
高
子
ら
の
そ
れ
と
が
、
質
的
に
相
異
す
る
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
あ
る
。
，
」
の
点
か
ら
顧
る
時
、
轟
轟
が
少
年
時
代
よ
り
二
＋
余
年
に
わ
た
る
迂
舖
折
を
経
て
、
漸
く
主
訴
を
か
か
げ
る
こ
の

一
群
の
人
び
と
に
触
発
の
契
機
を
見
出
し
た
こ
と
の
意
味
が
、
了
解
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
工
面
は
、
魏
大
中
と
同
学
で
あ
る
が
、
彼
が
東
林
党
の
一
人
と
し
て
、
魏
忠
賢
に
逆
ら
い
、
天
啓
五
年
七
月
、
つ
い
に
獄
中
で
憤

死
し
た
こ
と
は
、
高
忠
憲
の
自
殺
及
び
周
宗
建
の
入
獄
（
宗
建
は
龍
正
の
仲
弟
の
外
舅
に
あ
た
る
）
と
と
も
に
、
朋
党
と
い
う
も
の
の
利
弊

に
つ
い
て
、
深
刻
な
反
省
を
も
た
ら
す
端
緒
と
な
っ
た
。

龍
正
は
ま
た
外
舅
丁
氏
の
因
縁
で
・
そ
の
一
族
丁
賓
（
名
札
原
）
よ
り
経
史
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
ξ
。
わ
叡
監
置
は
・
王
襲

の
門
を
く
ぐ
り
、
現
に
『
王
龍
渓
集
』
発
刻
者
の
中
に
名
を
列
ね
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
が
ど
れ
だ
け
左
派
王
学
の
思
想
に
浸
っ
て
い
．

た
か
は
疑
わ
し
い
。
『
王
龍
門
集
』
（
巻
十
五
）
に
は
、
　
「
殻
付
丁
賓
収
受
活
語
」
な
る
一
文
を
収
め
る
が
、
そ
こ
に
は
、

　
「
礼
原
、
資
性
敦
茂
に
し
て
、
少
年
に
し
て
利
を
発
す
。
即
ち
古
道
に
志
あ
る
も
、
あ
え
て
俗
套
を
以
て
自
ら
埋
没
せ
ず
。
良
知
の
説

　
を
聞
く
に
及
び
、
志
ま
す
ま
す
自
ら
励
み
、
学
を
為
む
る
所
以
の
方
を
求
む
」

　
と
あ
り
、
俗
信
に
は
あ
き
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
過
激
な
良
知
受
容
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
た
だ
龍
正
が
こ
の
人
を

通
し
て
、
良
知
説
や
陽
明
の
学
徳
を
知
る
機
会
を
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

　
そ
の
他
、
粛
正
の
知
己
の
中
で
、
特
に
著
名
な
人
物
と
し
て
、
臼
歯
台
が
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
魏
大
中
が
獄
死
し
た
時
、

念
台
は
西
向
再
拝
し
て
実
し
、
祭
文
を
さ
さ
げ
て
そ
の
死
を
い
た
ん
だ
。
　
（
義
子
全
書
巻
二
十
三
所
収
）
も
と
も
と
念
台
は
、
高
忠
憲
と

学
問
的
交
流
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
ル
ー
ト
か
ら
、
至
正
と
釜
台
と
の
交
渉
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
龍
正
の
眼
に
、
念
台
の
人
物
像

は
、
ど
の
よ
う
に
映
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
念
台
翁
は
、
魏
忠
節
の
藩
主
た
り
。
江
を
渉
り
て
遠
く
来
る
。
細
か
に
そ
の
人
を
察
す
る
に
、
’
真
面
真
学
、
心
を
世
道
人
心
に
留
む
。

　
末
だ
高
師
（
忠
憲
）
の
広
大
精
微
な
る
に
は
及
ば
ず
と
錐
も
、
清
勤
中
、
ま
た
す
こ
ぶ
る
円
転
の
機
・
含
容
の
度
あ
り
。
断
々
乎
と
し

　
て
絶
佳
な
る
掌
院
な
り
。
」
　
（
全
書
巻
四
十
三
、
復
曹
峨
雪
編
修
）
、

　
こ
こ
に
玉
台
の
学
を
忠
憲
に
及
ば
ず
と
す
る
の
は
、
龍
正
な
り
の
評
価
で
あ
る
が
、
　
「
円
転
の
機
・
含
容
の
憾
あ
り
」
と
い
う
の
は
、

念
台
思
想
の
核
心
に
時
局
収
撹
の
能
力
あ
り
と
認
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
忠
憲
思
想
の
忠
実
な
祖
述
者
で
あ
る
龍
正
と
、
忠
憲
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思
想
よ
り
も
動
的
傾
向
を
強
め
、
つ
い
に
独
自
の
誠
意
説
に
ま
で
到
達
し
た
言
誤
と
で
は
、
当
然
あ
る
へ
だ
た
り
が
生
ま
れ
て
来
ざ
る
を

得
な
い
。
両
者
の
論
争
を
示
す
詳
細
な
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
崇
禎
九
年
．
龍
正
が
念
台
に
送
っ
た
返
書
か
ら
、
多
少

の
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
台
墨
、
こ
の
中
、
な
お
沽
帯
あ
り
と
す
。
最
も
是
な
り
。
然
れ
ど
も
無
罪
と
は
何
事
ぞ
。
陽
明
先
生
の
い
わ
ゆ
る
色
利
名
根
を
出
で

　
ず
噂
も
し
無
事
な
る
時
、
　
二
課
長
浄
尽
し
、
赤
蕩
々
地
な
ら
し
め
ば
、
妄
想
何
に
よ
っ
て
海
鼠
せ
ん
。
こ
れ
ま
さ
に
老
先
生
今
日
の

　
能
事
な
り
。
某
、
功
夫
な
お
疏
な
り
。
　
　
理
欲
讐
び
行
な
う
。
た
だ
勉
め
て
策
励
し
、
至
教
に
背
く
な
か
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
の
み
。
」

　
（
全
書
巻
四
十
三
、
復
念
台
先
生
）

　
つ
ま
り
こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
念
台
は
龍
正
の
立
場
に
、
な
お
二
途
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
宋
儒
の
「

未
発
の
気
象
を
看
る
」
の
説
と
、
陽
明
の
「
良
知
は
即
ち
未
発
の
中
」
の
説
と
を
、
と
も
に
未
だ
、
噛
「
中
和
を
離
れ
ず
と
難
も
、
実
は
中
和

に
依
ら
な
い
」
慎
独
の
真
義
に
徹
し
な
い
も
の
と
す
る
（
丁
子
全
書
巻
五
、
二
十
六
丁
）
念
台
の
眼
に
映
じ
た
高
忠
憲
流
の
主
静
主
義
に

対
す
る
不
満
を
も
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
龍
正
が
、
・
右
書
簡
の
末
尾
に
、
禅
家
の
理
障
事
能
町
ま
で
引
合
い
に
出
し
て
釈
明
し
て
い
る

よ
う
に
、
こ
こ
で
は
心
の
深
層
部
に
ま
つ
わ
り
つ
く
複
雑
微
妙
な
か
げ
り
の
処
理
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
す
で
に
人
間
観

を
や
や
異
に
す
る
両
者
の
間
に
、
罐
の
不
一
致
点
が
残
さ
れ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
に
し
て
も
、
龍
正
は
終
生
か
わ
ら
ぬ
敬
意
を
念
台

に
さ
さ
げ
尽
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
　
罵
言
の
崇
禎
十
三
年
（
と
言
え
ば
両
者
が
他
界
す
る
五
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が
）
の
書
簡
に
も

い
う
。

　
「
当
世
の
碩
果
、
劉
念
台
先
生
あ
り
。
今
、
祖
台
の
宇
下
に
属
す
。
た
だ
賢
の
み
賢
を
知
る
な
れ
ば
、
必
ず
能
く
徳
業
相
成
ぜ
ん
頃

　
（
全
書
巻
四
十
六
、
与
陳
臥
子
紹
興
司
理
）

　
こ
の
両
者
に
は
、
明
末
動
乱
期
に
お
い
て
、
朱
子
学
的
名
教
意
識
に
よ
る
民
族
の
護
持
と
、
陽
明
学
左
派
乃
至
は
禅
仏
教
の
説
く
無
二

無
悪
説
へ
の
あ
く
な
き
反
撃
と
い
う
点
に
お
い
て
、
重
要
な
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
だ
か
ら
同
年
、
念
台
の
龍
正
あ
て
書
簡
に
は
、
・
次
の

よ
う
な
激
励
の
辞
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
学
問
の
進
歩
い
か
ん
。
想
う
に
和
服
の
人
は
・
時
時
こ
れ
工
夫
な
れ
ば
・
も
と
よ
り
時
時
進
歩
の
際
あ
ら
ん
。
こ
の
純
銀
、
能
く
上

　
は
只
言
を
格
す
や
否
や
。
中
は
士
大
夫
の
気
習
を
転
ず
る
や
否
や
。
下
は
生
民
を
塗
炭
よ
り
極
う
や
否
や
。
今
日
の
種
種
は
、
自
ら
信

一
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じ
嚢
を
探
り
て
出
し
、
時
に
之
を
措
か
ん
の
み
。
世
に
読
書
人
少
く
、

勉
め
て
幸
に
自
愛
せ
よ
。
」
　
（
劉
子
全
書
巻
十
九
、
復
陳
幾
亭
）

僅
か
に
老
兄
輩
一
二
を
留
む
る
の
み
に
て
、
多
く
は
得
ら
れ
ず
。

　
　
　
　
　
二
、
　
龍
正
と
忠
憲

　
前
章
に
の
べ
た
よ
う
に
、
龍
正
は
三
十
代
に
す
で
に
高
忠
憲
に
面
愛
す
る
機
会
を
も
っ
た
の
で
あ
る
が
、
よ
り
本
格
的
に
教
え
を
乞
う
，

た
の
は
、
四
十
歳
以
降
だ
と
い
う
か
ら
（
困
学
説
参
照
）
、
忠
憲
の
残
前
里
・
三
年
の
間
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
龍
正
の
思
想
を
決
定
的

に
方
向
づ
け
た
も
の
は
、
こ
の
会
遇
に
急
な
ら
な
か
っ
た
。
龍
正
は
、
宋
代
以
来
の
学
問
の
大
勢
を
、
次
の
よ
う
に
大
観
す
る
。

　
「
密
書
の
士
大
夫
、
節
義
篤
行
、
相
砥
礪
す
る
者
多
き
も
、
原
本
を
見
る
も
の
牢
な
り
。
故
に
二
世
、
微
妙
を
指
示
し
、
重
き
を
著
察

　
に
帰
せ
し
は
、
躬
行
を
軽
ん
ぜ
し
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
躬
行
は
、
言
う
を
待
た
ざ
る
も
の
あ
り
。
南
宋
に
お
よ
び
、
軍
門
の
説
、
漸

・
く
そ
の
真
を
失
い
、
且
つ
変
じ
て
象
山
・
慈
湖
と
な
る
。
こ
こ
に
於
て
朱
子
、
重
き
を
上
履
に
帰
し
て
、
以
て
そ
の
弊
を
挽
か
ざ
る
を

　
得
ず
。
道
は
一
な
る
の
み
。
教
は
則
ち
時
に
随
う
。
本
朝
の
良
知
の
教
は
、
ま
た
訓
話
濫
倫
の
後
に
興
る
。
近
世
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
高
子
の
み
能

く
そ
の
中
を
執
り
三
聖
も
生
生
の
旨
は
・
萎
た
自
ら
体
勢
し
て
こ
れ
を
得
た
り
・
」
（
全
書
岸
里
二
一
＋
八
畜
）
・

　
τ
こ
で
は
、
明
代
に
於
て
、
陽
明
と
忠
憲
と
が
別
格
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
注
目
せ
し
め
ら
れ
よ
う
。
忠
憲
の
陽
明
に
対
す
る
批

判
の
核
心
は
、
そ
の
著
「
陽
明
説
弁
」
　
（
高
子
遺
書
巻
三
）
に
ほ
ぼ
尽
さ
れ
て
い
よ
う
が
、
し
か
し
時
あ
っ
て
か
、
　
「
挑
江
は
天
挺
の
豪

傑
な
り
。
良
知
を
妙
重
し
、
丁
合
の
蔽
を
一
嘗
す
。
そ
の
功
甚
だ
偉
な
り
」
　
（
同
上
、
巻
九
、
崇
文
範
語
序
）
　
「
陽
明
先
生
、
良
知
を
提

摯
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
掃
蕩
廓
清
の
功
大
な
り
」
　
（
同
上
、
巻
九
、
適
量
書
院
商
語
序
）
と
、
陽
明
の
功
績
を
讃
え
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
し
、
事
実
、
陽
明
の
そ
の
体
認
を
取
り
込
あ
ば
こ
そ
、
東
林
学
派
は
朱
子
学
に
新
生
面
を
開
き
、
広
汎
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
右
に
引
用
し
た
龍
正
の
文
も
、
忠
憲
の
そ
う
し
た
考
え
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
方
向

に
一
歩
進
め
た
業
績
と
し
て
、
三
聖
が
陽
明
学
顕
彰
の
た
め
編
集
し
莇
が
、
『
陽
明
薯
』
八
巻
で
あ
る
。
こ
の
書
編
集
の
意
図
は
、

そ
の
序
例
に
委
し
い
が
、
次
の
一
文
も
こ
れ
を
吐
露
し
て
余
す
所
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
と
ま

　
「
陽
明
要
書
す
で
に
成
る
。
伏
し
て
祈
る
、
政
を
為
す
◎
優
、
一
た
び
こ
れ
を
披
簡
せ
ん
こ
と
を
。
ひ
そ
か
に
惟
う
に
孔
孟
以
降
、
学

者
の
心
眼
劃
開
し
、
聖
賢
と
豪
傑
と
、
分
ち
て
二
色
の
人
と
な
し
、
問
学
と
康
済
と
、
認
め
て
二
項
の
事
と
な
し
、
性
命
を
談
ず
る
と
作
用
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を
高
ぶ
る
と
、
視
て
二
種
の
書
と
な
す
。
近
代
、
　
一
人
の
身
を
以
て
、
豪
傑
に
し
て
聖
賢
な
る
も
の
は
、
陽
明
先
生
、
こ
れ
な
り
。
間
学

　
と
沼
部
を
合
し
て
一
事
と
な
す
も
の
は
、
陽
明
の
な
す
所
、
こ
れ
な
り
。
講
評
と
逸
事
と
を
合
し
て
一
書
と
な
す
も
の
は
、
陽
明
の
書
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し

　
こ
れ
な
り
。
弟
、
こ
れ
を
以
て
亟
ん
で
羨
み
て
こ
れ
を
行
な
う
は
、
そ
の
世
を
救
う
こ
と
誠
に
切
な
る
が
た
め
な
り
。
世
に
か
く
の
ご

　
と
き
人
な
し
。
も
し
人
人
か
く
の
ご
と
き
書
を
見
る
を
得
ぽ
、
或
い
は
感
発
し
て
興
起
す
る
も
の
あ
り
て
、
賊
平
ぐ
べ
く
、
民
安
ん
ず

　
べ
き
な
り
凶
　
（
全
書
巻
四
十
二
、
与
朱
勉
斉
）

　
聖
賢
と
豪
傑
と
を
兼
備
し
た
人
物
の
出
現
を
待
望
す
る
龍
正
の
心
中
に
は
、
も
と
よ
り
直
読
の
危
局
を
見
事
に
処
理
す
べ
き
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
人
傑
へ
の
憧
憬
が
あ
る
。
世
に
は
陽
明
の
思
想
と
事
功
を
分
離
し
、
事
功
は
取
る
べ
き
も
、
思
想
は
全
く
の
異
端
邪
説
と
す

る
向
ぎ
も
あ
る
が
、
宮
漏
は
、
陽
明
思
想
に
全
面
的
に
は
同
調
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
こ
に
人
心
覚
醒
の
威
力
あ
る
こ
と
を
認
め
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ

に
抜
本
塞
源
論
に
つ
い
て
は
、
　
「
尤
も
こ
れ
宗
を
統
べ
源
に
匪
む
る
処
に
し
て
、
実
に
千
年
以
来
、
末
だ
開
け
ざ
る
の
眼
、
9
宜
し
く
潜
心

熟
面
す
べ
し
」
　
（
全
書
巻
五
十
四
、
六
丁
）
と
讃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
だ
け
陽
明
の
人
品
学
術
を
高
く
評
価
し
な
が

ら
、
な
ぜ
そ
こ
に
不
満
の
意
を
も
つ
の
か
。
そ
れ
は
、
良
知
説
に
付
随
す
る
無
論
無
悪
婦
の
弊
害
を
目
撃
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
由
来
、

無
記
無
悪
論
は
、
陽
明
門
下
左
派
の
旗
印
と
な
り
、
既
成
の
道
徳
律
打
破
に
狂
奔
す
る
も
の
の
合
言
葉
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
淵
源
は
も
と
よ
り
陽
明
そ
の
人
に
あ
り
、
朱
子
学
の
体
質
を
保
有
す
る
虚
足
と
し
て
は
、
と
う
て
い
受
け
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
『
陽
明
要
書
』
凡
例
に
み
え
る
次
の
一
節
は
、
朱
書
に
対
し
て
陽
明
学
を
弁
護
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
籠
正
に
と
っ
て
望

ま
し
い
陽
明
学
の
か
た
ち
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
今
こ
こ
に
人
あ
り
。
人
倫
に
お
い
て
は
篤
く
し
、
世
に
用
い
ら
る
る
に
お
い
て
は
克
く
済
す
あ
り
、
人
を
知
る
に
お
い
て
は
爽
わ
ず
。

　
独
り
陽
明
の
教
を
宗
と
す
れ
ば
、
遂
に
正
学
に
あ
ら
ず
と
い
う
べ
け
ん
や
。
今
こ
こ
に
人
あ
り
。
多
欲
以
て
五
倫
を
薄
ん
じ
、
実
心
高

　
て
世
事
を
荷
う
こ
と
な
く
、
虚
衷
以
て
君
子
小
人
に
鑑
み
る
こ
と
な
し
。
独
り
陽
明
を
排
し
て
程
朱
の
説
を
崇
べ
ぽ
、
遂
に
正
士
と
い

　
う
べ
け
ん
や
。
」

　
こ
の
よ
う
に
龍
正
は
、
陽
明
学
の
端
正
な
か
た
ち
に
は
共
感
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
東
林
学
の
全
般
的
傾
向
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

良
知
説
の
左
傾
化
に
は
、
き
び
し
い
警
戒
の
眼
を
ゆ
る
め
な
い
。

　
「
陽
明
先
生
は
、
稟
異
な
り
学
透
る
。
然
も
力
め
て
朱
子
を
駁
す
。
朱
子
は
躬
行
心
得
、
世
を
持
し
教
を
垂
る
。
な
ん
ぞ
駁
す
ぺ
け
ん

一
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や
。
ま
ま
滞
語
あ
る
も
、
末
だ
思
孟
に
及
ば
ず
と
い
う
は
、
則
ち
可
な
り
。
ま
た
登
に
真
に
道
に
背
い
て
馳
す
る
も
の
あ
ら
ん
や
。
こ

　
れ
よ
り
の
ち
、
乃
ち
王
龍
臆
測
の
ご
と
き
あ
り
、
羅
近
渓
汝
芳
の
ご
と
き
あ
り
、
周
海
門
汝
登
の
ご
と
き
あ
り
。
み
な
陽
明
を
尊
び
、
晦

　
翁
を
卑
し
む
。
畿
は
す
で
に
念
苓
羅
氏
ら
諸
儒
に
斥
け
ら
れ
し
が
、
而
も
応
益
は
楊
起
元
（
復
所
）
こ
れ
を
奉
ず
る
こ
と
神
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
然
り
。
儒
を
混
じ
て
以
て
仏
に
入
れ
、
陰
か
に
仏
に
借
り
て
以
て
儒
を
攻
め
て
、
百
方
晦
翁
を
駁
撃
し
、
或
い
は
程
門
の
言
に
本
づ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
ロ

　
或
い
は
亀
山
の
語
に
傍
り
、
情
を
恣
に
し
て
敲
剥
し
、
一
呵
一
言
す
る
に
至
っ
て
は
、
た
だ
汝
造
畢
も
甚
だ
し
。
ま
た
陽
明
以
来
、
未

　
だ
嘗
て
あ
ら
ざ
る
な
り
。
そ
の
学
を
講
ず
る
や
、
宰
予
の
短
喪
の
如
き
も
、
な
お
曲
げ
て
言
言
を
奮
う
。
大
序
人
倫
を
軽
ん
じ
て
私
慾

　
を
賛
け
、
罪
を
聖
門
に
得
る
こ
と
極
め
て
多
し
。
余
、
こ
れ
を
存
し
て
以
て
後
学
を
禍
す
る
に
忍
び
ず
。
故
に
尽
く
こ
れ
を
削
り
て
、

　
ほ
ぼ
こ
こ
に
著
す
。
」
　
（
全
書
巻
五
十
四
、
諸
儒
語
録
）

　
明
末
に
お
け
る
左
派
王
学
の
か
も
し
出
す
儒
仏
混
融
の
風
潮
に
も
、
．
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
が
あ
り
、
黒
蓋
渓
や
周
海
門
の
ね
ら
い
が
、

欝
散
馨
難
薄
葬
艇
齢
励
藩
襲
鹸
懇
雛
騨
ビ
鈴
翻
礁
麹
装
藍

羅
級
灘
雛
蠣
。
黙
鋸
祭
ド
藻
臓
簾
舞
凝
卿
終
業
聴
誘
藷
蒸
熱
難
戦
獺

し
た
虚
誕
無
実
な
思
想
が
流
行
す
る
背
景
に
は
、
好
ん
で
作
用
を
談
ず
る
風
潮
、
す
な
わ
ち
社
会
動
向
を
先
取
り
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

顔
を
し
て
、
機
変
を
弄
し
、
変
幻
を
た
く
ま
し
く
し
ぜ
態
人
情
を
根
抵
か
ら
ゆ
り
動
か
そ
う
と
す
る
不
逞
な
野
望
の
右
書
が
あ
る
と
受
取

ら
れ
た
。
勿
論
、
そ
の
実
社
会
へ
の
烈
々
た
る
関
心
は
多
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
　
「
三
道
は
大
忠
臣
、
卓
文
君
は
大
悲
婦
」
と

い
う
李
卓
吾
ば
り
の
無
軌
道
な
議
論
に
盲
従
す
る
輩
が
続
出
し
、
無
恥
傲
慢
が
ま
か
り
通
る
世
相
か
ら
は
、
社
会
秩
序
回
復
の
た
め
の
具

体
策
は
、
何
ら
生
ま
れ
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
（
外
書
巻
一
、
好
憎
作
用
条
参
照
）

　
「
人
黒
く
も
専
ら
作
用
を
重
ん
ず
る
の
意
を
存
す
れ
ば
、
そ
の
流
弊
、
至
ら
ざ
る
露
な
ぐ
、
そ
の
鄙
や
、
昏
夜
に
行
乞
し
、
そ
の
狼
や
、

　
白
昼
に
人
を
殺
す
∂
　
（
全
書
巻
十
六
、
十
七
丁
）

　
こ
う
し
た
悪
質
無
責
任
な
作
用
論
に
は
、
最
初
か
ら
人
倫
を
無
視
し
て
か
か
り
、
懸
空
の
悟
り
を
ふ
り
ま
わ
す
禅
の
影
響
が
あ
る
こ
と

は
、
ま
ち
が
い
な
い
。
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「
大
抵
、
禅
学
の
浅
き
も
の
は
用
な
き
も
、
こ
れ
を
用
う
れ
ぽ
、
適
に
以
て
天
下
を
毒
す
。
深
き
も
の
は
用
あ
り
。
然
れ
ど
も
そ
の
用

　
は
、
大
都
覇
に
近
く
し
て
王
に
近
か
ら
ず
。
曲
げ
て
纈
蒙
を
誘
い
、
騨
虞
を
近
づ
け
、
機
鋒
犀
利
に
し
て
、
捷
取
に
近
し
。
」
　
（
外
書

　
巻
二
、
禅
家
作
用
近
覇
）

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
来
る
時
、
龍
正
は
、
一
面
に
於
て
豪
傑
の
出
現
を
待
望
し
つ
つ
、
他
面
で
は
覇
儒
覇
禅
を
排
撃
す
る
と
い
う
、
一

進
一
退
の
立
場
に
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
あ
れ
だ
け
露
骨
に
作
用
主
義
に
反
対
し
た
龍
正
に
、
　
「
節
に
中
る
は
、
た
だ
一
室
に
黙

然
た
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
須
ら
く
作
用
あ
る
べ
し
」
　
（
全
書
言
下
、
二
丁
）
の
語
あ
る
は
、
一
寸
意
外
で
あ
る
か
も
分
ら
な
い
が
、
そ
こ

に
時
代
の
匹
塞
を
意
識
し
つ
つ
、
あ
る
枠
組
の
中
を
必
死
に
も
が
き
つ
つ
進
も
う
と
す
る
彼
の
苦
闘
を
読
み
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
て
龍
正
は
、
彼
な
り
の
視
点
か
ら
、
陽
明
と
忠
憲
の
立
場
の
相
異
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
の
で
あ
る
。

　
世
に
は
忠
憲
の
「
心
如
太
虚
、
本
書
生
死
」
の
語
を
た
て
に
取
っ
て
、
陽
明
の
「
本
無
始
終
、
寧
有
死
生
期
」
と
同
一
視
し
、
と
も
に

禅
病
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
陽
明
学
が
、
善
悪
を
な
み
し
、
照
妄
を
混
じ
な
が
ら
、
人
倫
を
尊
び
世
界
を
保
持
す
る
と

い
う
点
で
、
わ
ず
か
に
禅
と
の
相
異
を
打
出
そ
う
と
す
る
に
対
し
、
忠
憲
は
、
性
善
を
宗
と
し
、
格
物
読
書
の
研
究
を
重
ん
じ
、
経
世
に

は
先
ず
善
悪
を
分
別
す
る
こ
と
を
本
旨
と
す
る
が
故
に
、
禅
に
堕
す
る
恐
れ
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
禅
の
病
疾
を
い
や
す
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
　
（
全
書
巻
九
、
二
十
一
丁
）
こ
う
し
て
龍
正
は
、
ど
ん
な
に
陽
明
学
に
親
近
感
を
抱
く
こ
と
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
究
局
に
於

て
は
忠
憲
に
回
帰
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
至
正
が
、
忠
憲
に
嫌
ら
ぬ
重
要
な
一
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
朋
党
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
あ
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
東
林
党

を
め
ぐ
る
血
な
ま
ぐ
さ
い
政
争
は
、
た
と
え
そ
の
政
治
的
意
図
が
純
正
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
的
に
は
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
抗

争
に
終
り
、
民
生
そ
の
も
の
の
濁
酒
よ
り
遊
離
す
る
恐
れ
な
し
と
し
な
い
。
成
程
、
忠
憲
は
、
　
「
党
類
の
党
は
な
き
能
わ
ず
、
こ
れ
群
分

の
品
な
れ
ば
な
り
。
偏
党
の
党
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
乱
亡
の
本
な
れ
ぽ
な
り
」
　
（
高
子
言
書
二
七
、
停
学
掲
）
と
、
正
義
の
同
志
の

結
合
に
よ
る
党
類
と
、
偏
見
私
慾
に
も
と
つ
く
集
団
と
の
質
的
相
違
を
意
識
し
て
は
い
る
。
し
か
し
「
大
抵
、
衰
世
熱
腸
の
人
は
、
地
と

し
て
風
波
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
」
　
（
同
上
暴
君
下
、
与
笏
塘
）
と
い
う
孤
高
を
誇
り
と
す
る
正
義
感
は
、
依
然
と
し
て
自
己
を
中
心
と
し

た
集
団
の
力
を
、
余
り
に
過
信
す
る
に
至
る
懸
念
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
の
社
会
に
お
い
て
、
朋
党
の
禍
害
を
め
ぐ
る
論
議
は
長
い
。

忠
憲
思
想
の
忠
実
な
祖
述
者
を
以
て
任
ず
る
龍
正
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
こ
の
問
題
に
関
す
る
限
り
、
慎
重
論
を
唱
え
ざ
る
を
得
な
か
っ

一
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た
。　

「
診
る
ひ
と
東
林
を
問
う
。
そ
の
号
は
正
し
。
　
（
さ
れ
ど
そ
れ
に
）
入
る
と
入
ら
ざ
る
と
を
以
て
、
賢
と
不
言
と
な
す
は
、
固
な
る
か

　
な
。
心
の
忠
な
る
か
忠
な
ら
ざ
る
か
、
器
の
言
い
な
る
か
洪
い
な
ら
ざ
る
か
、
才
の
通
ず
る
か
通
ぜ
ざ
る
か
、
言
と
行
と
の
公
な
る
か

　
公
な
ら
ざ
る
か
の
み
。
な
ん
ぞ
そ
れ
東
（
林
）
と
東
（
林
）
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ん
。
」
　
（
全
書
巻
三
、
十
五
丁
、
論
世
）

　
ま
た
言
う
。

　
「
重
器
先
生
（
忠
憲
）
の
学
を
論
ず
る
は
、
至
っ
て
精
な
り
。
ま
さ
に
程
朱
の
語
録
と
同
じ
く
看
る
べ
し
。
そ
の
詩
文
も
ま
た
妙
境
多

し
。
正
面
規
．
山
居
課
程
は
、
初
学
に
開
示
藩
覧
、
均
し
く
大
功
あ
り
。
た
だ
朋
党
説
の
篇
の
み
は
、
な
お
激
す
る
あ
り
て
発

　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
（
外
書
巻
一
、

　
す
る
に
似
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
渓
朋
党
説
）

　
東
林
党
の
悲
惨
な
結
末
と
、
社
会
不
安
の
増
大
は
、
龍
正
を
し
て
、
さ
ら
に
忠
憲
の
立
場
を
乗
り
越
え
て
進
ま
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

罠
糎
繰
訪
夢
簾
趨
筋
罐
銭
儲
夢
縮
漣
錺
綴
額
疑
鳩
麓
毅
厩
勲
騨
聴
納
矧
鏡

で
あ
ろ
う
か
。
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三
　
龍
正
の
思
想

　
明
末
の
思
想
家
の
座
位
を
見
定
め
る
た
め
の
、
一
つ
の
き
め
手
は
、
，
彼
が
そ
れ
を
理
に
お
く
か
、
気
に
お
く
か
、
心
に
お
く
か
を
調
べ

る
こ
と
で
あ
る
。
上
来
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
龍
正
は
、
　
「
（
理
学
の
）
二
字
は
便
ち
千
万
世
の
宗
主
と
な
す
」
　
（
外
書
巻
一
、
理
学
二

字
の
条
）
と
断
ず
る
よ
う
に
、
朱
子
学
系
の
理
学
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
羅
整
庵
が
、
朱
子
学
を
手
直
し
し
て
気
に
重
点
を

お
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
同
調
追
随
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
龍
正
の
情
動
に
対
す
る
考
え
方
は
こ
う
で
あ
る
。

　
「
気
を
認
あ
て
理
と
な
せ
ば
滞
る
。
気
を
理
よ
り
分
て
ば
支
な
り
。
た
だ
気
に
就
い
て
理
を
認
む
と
す
る
は
、
羅
整
庵
の
説
確
か
な
り
。

　
然
る
に
朱
子
の
体
認
の
精
な
る
を
以
て
し
て
、
終
身
平
気
を
指
し
て
二
と
な
せ
る
は
、
宣
に
草
々
な
ら
ん
や
。
お
も
う
に
、
気
に
は
舛
錯

　
あ
れ
ど
も
、
理
に
は
面
輪
な
し
。
感
応
の
際
の
如
き
、
合
す
る
も
の
は
理
な
り
。
そ
の
或
い
は
合
せ
ざ
る
も
の
は
、
理
に
あ
ら
ざ
る
な

　
り
。
気
な
り
。
蓋
し
理
の
専
ら
な
る
を
尊
び
て
、
そ
の
失
を
気
に
帰
す
る
な
り
。
」
（
全
書
、
巻
六
、
三
十
丁
）



　
こ
う
し
て
理
優
先
の
伝
統
を
守
り
ぬ
こ
う
と
す
る
が
故
に
、
　
「
道
理
は
平
平
常
常
、
現
現
成
成
た
り
。
た
だ
嗜
慾
意
見
に
隔
尽
せ
ら
る
。

ゆ
え
に
理
会
せ
ず
、
体
回
せ
ざ
る
な
り
」
　
（
同
上
、
巻
八
、
十
八
丁
）
と
、
理
の
存
在
が
ら
く
ら
く
と
認
定
さ
れ
、
そ
れ
に
目
ざ
め
ぬ
責

任
は
、
こ
と
ご
と
く
主
体
の
私
意
欲
望
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
朱
子
学
や
東
林
学
に
お
い
て
、
仏
教
に
い
う

理
障
説
な
ど
、
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
無
論
だ
と
退
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
龍
正
も
、
「
理
は
も
と
よ
り
障
な
し
。
こ
れ
を
執
ず
れ
ば
、
障
あ
り
。

執
を
免
れ
ざ
る
所
以
は
、
ま
た
た
だ
理
を
見
る
こ
と
尽
さ
ざ
る
が
た
め
な
り
」
　
（
同
上
、
巻
八
、
十
九
丁
）
と
言
う
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
実
践
工
夫
に
つ
い
て
も
、
李
学
的
格
物
論
が
、
そ
の
妻
導
入
さ
れ
、
学
は
虚
霊
よ
り
直
入
す
べ
き
で
譲
駆
「
必
ず
格

物
に
始
ま
り
、
然
る
の
ち
心
・
理
・
知
・
行
、
合
し
て
一
と
な
る
」
（
外
書
巻
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
断
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
格
物
之
病
の
条
）

　
と
こ
ろ
で
「
家
伝
」
に
よ
れ
ば
、
中
正
は
、
崇
禎
三
年
の
元
旦
（
四
十
六
歳
）
難
鳴
を
聞
き
、
胸
中
瞬
然
と
し
て
一
事
な
き
を
悟
っ
た

と
い
う
。
高
忠
憲
に
も
類
似
の
経
験
が
あ
り
、
　
（
困
学
記
参
照
）
こ
れ
は
朱
子
学
者
か
ら
、
禅
的
と
か
陽
明
学
的
と
非
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
龍
王
よ
り
す
れ
ば
、
朱
子
も
陽
明
と
同
じ
く
大
悟
を
も
っ
た
と
反
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
（
全
書
巻
四
、
七
丁
）
こ
こ
に
龍
王
に
お

け
る
朱
王
折
衷
の
一
形
態
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
龍
正
に
お
い
て
は
晩
年
の
生
生
の
哲
学
に
お
い
て
、
そ
の
意
味
が

一
層
明
確
化
し
て
来
る
。
そ
れ
で
は
彼
が
生
生
の
哲
学
を
説
く
に
至
っ
た
直
接
の
動
機
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
手
心
十
四
年
（
五
十
七
歳
）

の
龍
正
の
書
簡
に
は
い
う
。

　
「
昨
歳
、
使
を
中
州
に
奉
ぜ
し
が
、
餓
屍
道
に
満
つ
。
米
墨
升
八
分
に
し
て
、
而
も
盤
質
能
く
粟
を
発
し
て
磯
を
賑
わ
し
、
上
は
君
心

　
を
慰
あ
、
下
は
民
志
を
膨
む
る
も
の
声
所
在
銀
面
た
り
。
：
・
：
　
こ
の
時
す
ら
な
お
側
隠
を
動
か
さ
ず
。
い
か
に
況
ん
や
他
時
を
や
。

　
既
に
人
の
死
亡
を
救
う
の
心
な
け
れ
ば
、
ま
た
他
の
徳
行
と
他
の
経
済
と
を
問
う
こ
と
な
し
。
」
（
全
書
巻
四
十
七
、
復
察
聖
心
憲
長
）

　
ま
た
い
う
。

　
「
数
年
来
、
民
の
磯
発
す
る
も
の
幾
百
万
。
兵
の
磯
に
因
り
て
亡
逃
潰
散
す
る
も
の
幾
十
万
。
　
皆
食
な
き
に
因
る
。
山
掛
に
銀
な
き
が

　
た
め
な
ら
ん
。
た
だ
願
わ
く
は
、
挙
世
の
精
神
議
論
、
銀
子
二
字
を
垂
開
せ
ば
、
則
ち
財
を
生
ず
る
の
道
理
、
お
の
ず
か
ら
見
え
ん
。
」

　
（
同
上
、
巻
四
十
七
、
答
楊
挟
三
戸
垣
）

　
こ
う
し
た
民
生
塗
炭
に
苦
し
む
世
相
を
目
前
に
し
て
、
　
「
天
地
之
大
徳
日
生
」
と
い
う
易
経
の
語
は
、
彼
の
重
用
す
る
所
と
な
り
、
そ

の
生
命
尊
重
論
か
ら
万
物
一
体
が
説
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
に
は
も
と
よ
り
、
陽
明
の
抜
本
塞
源
論
と
か
、
高
忠
憲
の
「
人
身
の
内

一1
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外
は
皆
天
な
り
。
一
呼
一
吸
、
天
と
相
灌
輸
す
」
　
（
高
子
遺
書
巻
一
、
十
丁
）
と
い
う
思
想
の
影
響
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
龍
正
の
見

聞
す
る
日
々
の
事
象
は
、
彼
を
急
速
に
迫
切
な
生
命
尊
重
論
者
へ
と
駆
り
た
て
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
天
地
の
大
徳
を
生
と
い
う
。
学
は
た
だ
こ
れ
天
地
に
生
生
息
む
な
き
の
心
を
完
う
せ
ん
こ
と
を
学
ぶ
の
み
。
然
ら
ず
ん
ば
、
論
叢
万

　
悟
、
千
弄
万
修
、
帰
着
す
る
愚
な
し
。
近
古
以
来
、
高
き
者
は
聚
面
し
て
道
を
明
ら
か
に
し
、
浅
き
者
は
自
ら
好
ん
で
名
を
立
て
て
、

而
も
物
交
わ
り
気
動
け
ば
、
未
だ
勝
を
好
む
の
心
を
起
し
て
、
物
を
損
う
の
事
を
な
す
遭
際
．
た
だ
．
、
れ
．
」
の
主
意
を
ば
、
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
む
る
こ
と
堅
磐
を
欠
け
ば
の
み
」
　
（
外
書
巻
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
明
大
主
意
）

　
す
る
こ
と
分
明
を
欠
き
、

　
先
に
の
べ
た
彼
の
覚
醒
は
、
こ
う
し
た
迫
切
な
事
態
を
目
賭
し
つ
つ
、
な
お
小
我
に
閉
じ
こ
も
り
、
一
家
の
安
穏
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か

こ
う
と
す
る
身
勝
手
な
意
識
へ
の
反
擾
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
間
と
し
て
の
み
ず
み
ず
し
い
感
応
力
を
失
っ
た
鈍
麻
せ
る
教

学
に
、
深
い
絶
望
を
抱
く
所
か
ら
、
彼
の
新
し
い
理
の
哲
学
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
自
覚
の
も
と
に
彼
は
、
崇
禎
初
年
よ
り
、

朱
子
社
倉
法
に
模
し
た
同
善
会
を
同
志
ど
と
も
に
結
成
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
よ
お

　
「
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
八
九
載
、
毎
載
四
た
び
足
し
、
貴
賎
上
下
、
油
油
と
し
て
心
を
同
じ
う
す
。
蓋
し
こ
の
会
を
設
け
て
よ
り
以
来
、

　
ほ
と
ん
ど
餓
鐸
な
く
、
道
煙
な
し
。
又
時
時
講
解
勧
誘
し
、
以
て
良
心
を
提
醒
し
て
、
邪
肇
を
消
惜
し
、
黙
し
て
郷
約
黙
認
の
助
と
な

　
す
べ
し
。
辱
　
（
全
書
巻
四
十
五
、
致
喬
聖
任
按
台
）

　
と
い
わ
れ
る
砥
ど
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
同
善
会
は
、
す
で
に
高
忠
憲
が
万
暦
四
十
二
年
、
同
名
の

も
の
を
そ
の
郷
里
に
設
立
し
て
、
　
「
鰹
寡
孤
独
の
中
の
節
孝
あ
る
も
の
に
．
謄
ら
し
て
、
尤
も
こ
れ
に
加
絶
し
た
」
　
（
高
子
年
譜
）
先
例
に

な
ら
っ
㊧
も
の
で
あ
っ
て
、
『
高
子
遺
書
』
巻
十
二
に
は
、
忠
憲
の
「
同
齢
会
講
語
」
三
条
を
の
せ
る
が
、
そ
れ
は
明
太
祖
の
六
諭
を
中

軸
と
し
、
郷
村
社
会
の
淳
風
美
俗
を
保
存
し
、
特
に
二
字
中
の
老
者
・
貧
者
・
病
者
・
死
し
て
よ
る
べ
な
き
者
」
を
ば
、
家
族
同
様
に
、

側
但
の
情
を
以
て
救
い
、
持
て
る
も
の
の
応
分
の
寄
捨
に
よ
っ
て
、
社
会
的
緊
張
の
緩
和
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
龍
正
は
、

忠
憲
の
「
三
三
会
講
語
」
の
後
に
書
し
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
こ
の
会
は
、
「
十
分
の
妙
処
あ
り
。
費
少
く
し
て
、
功
多
し
。
以
て
養
い
て
教
を
兼
ぬ
。
書
院
当
芋
の
名
な
く
し
て
～
人
と
善
を
な
す

　
の
実
あ
り
。
た
だ
π
恵
を
暑
く
る
者
の
感
激
す
る
の
み
な
ら
ず
。
言
を
聞
く
者
ム
感
動
す
。
も
し
こ
れ
地
方
の
官
長
も
r
、
い
よ
い
よ
心
を

　
尽
さ
ざ
る
を
得
ず
、
郷
蔓
紫
衿
も
、
ま
た
い
よ
い
よ
そ
の
側
隠
を
提
醒
す
。
上
上
下
下
、
合
県
善
を
学
び
、
兵
火
大
患
の
到
来
す
る
あ
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り
と
錐
も
、
此
の
方
の
人
は
、
或
い
は
落
主
を
免
る
べ
し
。
」
　
（
全
書
巻
二
十
四
、
二
十
三
丁
）
・

　
こ
こ
で
は
、
同
善
会
こ
そ
書
院
の
講
学
に
ま
さ
る
勧
善
宥
和
・
官
民
連
帯
の
機
能
を
も
つ
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
事
実
龍
山
は
、
こ
の
会
の
発
展
に
心
血
を
注
い
だ
も
の
の
ご
と
く
、
当
初
（
崇
禎
五
年
）
の
会
員
は
、
忠
憲
の
場
合
と
同
様

数
＋
人
よ
り
発
足
し
た
よ
う
で
あ
る
が
・
約
＋
豊
後
に
は
三
四
百
人
に
ふ
く
れ
上
っ
て
い
臥
％
）
（
全
書
巻
二
＋
四
・
＋
五
丁
）
流
霊
地

に
発
生
し
、
難
民
磯
民
山
野
に
温
れ
る
危
局
に
お
い
て
も
、
　
「
貧
富
貴
賎
合
し
て
一
心
と
な
れ
ば
、
大
戸
は
銭
財
を
重
ん
ぜ
ず
、
小
民
は

尽
く
忠
愛
を
懐
き
、
太
平
の
時
に
は
、
討
ち
太
平
の
時
の
随
常
の
善
悪
あ
り
、
臆
面
の
時
に
は
、
又
患
難
の
時
の
推
広
の
善
事
あ
れ
ば
、

ま
さ
に
ま
た
何
を
か
憂
う
べ
き
」
　
（
全
書
巻
二
十
四
、
十
五
丁
）
と
い
う
ほ
ど
の
期
待
を
、
土
塁
会
の
運
営
に
か
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

崇
禎
十
七
年
、
李
自
成
の
京
師
入
城
の
た
め
、
毅
預
血
が
自
殺
す
る
と
い
う
「
天
翻
り
地
覆
る
」
時
期
に
立
至
っ
て
も
、
自
主
は
な
お
「
各

安
生
理
、
母
作
非
為
」
と
い
う
六
諭
の
言
を
奉
じ
、
直
ち
に
発
心
着
手
し
て
善
端
の
拡
充
に
つ
と
め
る
の
が
、
本
来
生
生
の
理
に
合
す
る

活
路
だ
と
叫
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
　
（
同
上
、
二
十
二
丁
）
国
家
の
統
一
体
制
が
崩
潰
し
、
郷
村
秩
序
の
維
持
が
自
衛
的
手
段
に
頼
る
以

外
に
な
け
れ
ば
こ
そ
、
同
心
会
の
ね
ら
い
は
適
切
無
比
だ
と
龍
正
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
浮
き
足
だ
っ
た
時
人
の
全
動
向
に
、

ど
れ
だ
け
の
効
果
を
も
ち
得
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
理
学
の
枠
を
越
え
て
、
歴
史
を
達
観
す
る
眼
を
欠
如
す
る
龍
正
は
、
い
わ
ば
エ
ゴ
の
克
服
・
抑
止
に
よ
っ
て
、
世
相
の
険
悪
を
漸
次
鎮

静
で
き
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
時
潮
は
遙
か
に
複
雑
な
規
模
と
力
を
も
っ
て
急
速
に
流
動
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
宝
亀

台
か
ら
「
沽
滞
あ
り
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
あ
た
り
に
理
由
が
あ
っ
た
の
か
も
分
ら
な
い
。

自
己
の
思
想
を
一
度
突
き
放
し
、
時
局
と
の
対
応
関
保
を
考
慮
し
つ
つ
、
根
本
か
ら
再
検
討
す
る
試
み
は
、
龍
正
の
と
う
て
い
思
い
及
ば

ぬ
所
で
あ
っ
た
。
彼
は
い
う
。

　
「
智
者
は
安
静
を
務
め
、
愚
者
は
更
張
を
喜
ぶ
。
そ
の
智
を
胎
ら
ず
、
故
に
敢
て
軽
が
る
し
く
前
人
を
変
え
ず
。
そ
の
愚
を
知
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め

　
事
事
轟
然
と
し
て
奇
を
見
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
智
者
は
や
む
を
得
ず
し
て
、
而
る
の
ち
動
く
。
そ
の
動
く
に
及
ん
で
は
、
又
無
事
な

　
る
所
を
行
な
う
。
愚
者
は
そ
の
や
む
べ
き
に
於
て
、
み
な
こ
れ
を
紛
更
す
。
そ
の
動
く
に
及
ん
で
は
、
情
な
く
し
て
害
衆
し
。
」
　
（
全

　
書
巻
二
、
十
一
丁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
だ
が
こ
の
愚
者
の
道
を
歩
む
勇
気
を
も
つ
こ
と
こ
そ
、
緊
要
な
課
題
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
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四
　
仏
　
　
教
　
　
観

　
試
織
に
お
け
る
仏
教
の
復
興
は
、
、
士
人
層
を
も
そ
の
渦
中
に
ま
き
込
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
儒
仏
一
致
論
者
が
出
現
す
る
に
至
る
の
で
あ
る

が
、
東
林
学
は
概
し
て
、
こ
の
傾
向
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
忠
憲
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
　
「
そ
れ
禅
の
徹
、
一
言
に
こ
れ
を
蔽
え

ば
、
曰
く
、
理
な
き
な
り
。
そ
の
い
わ
ゆ
る
理
は
、
吾
が
い
わ
ゆ
る
理
に
は
あ
ら
ぎ
る
な
り
」
」
（
高
子
遺
書
、
巻
九
、
盟
元
立
先
生
高
田
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
龍
正
の
排
語
論
を
つ
き
つ
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
所
に
帰
着
す
る
に
し
て
も
、
『
幾
亭
外
書
』
巻
二
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
集
中
的
多
角
的
に
そ
の
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
、
一
応
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
を
こ
こ
ま
で
熱
烈
な
排
仏

論
者
に
か
．
り
た
て
た
第
一
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
儒
仏
｝
致
論
の
す
ば
ら
し
い
流
行
に
対
す
る
儒
者
と
し
て
の
危
機
感
で
あ

ろ
う
。

　
「
（
胡
）
敬
斉
、
往
往
仏
を
斥
け
て
愚
と
な
す
も
、
仏
は
天
竺
に
在
り
て
は
、
乃
ち
大
智
慧
の
人
に
し
て
、
愚
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

我
が
中
華
め
人
士
の
周
孔
を
霞
び
て
釈
迦
を
心
と
し
・
高
き
者
は
無
主
の
霊
心
を
挾
み
・
卑
き
者
は
無
用
の
奇
跡
に
驚
ぐ
は
・
剣
ち
誠

　
に
愚
な
る
の
み
。
」
　
（
外
書
三
二
、
仏
家
神
通
妙
用
）

　
「
毎
に
、
，
士
大
夫
の
孔
孟
を
卑
ん
で
六
経
を
．
薄
ん
ず
る
を
見
る
も
、
未
だ
僧
家
の
仏
．
祖
を
非
り
菩
薩
を
笑
う
を
見
ず
。
こ
れ
士
大
夫
の

　
智
、
反
っ
て
僧
に
如
か
ざ
る
な
り
。
」
　
（
外
書
三
二
、
士
不
七
三
）

　
こ
う
．
い
う
逆
立
ち
し
た
・
思
想
界
の
実
状
に
、
．
龍
正
は
歯
ぎ
し
り
す
る
の
で
あ
み
。
龍
正
が
仏
教
を
き
び
し
く
指
弾
す
る
第
二
の
理
由
は
、

仏
教
教
団
が
、
無
為
徒
食
の
輩
の
逃
避
所
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
社
会
風
教
上
の
視
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
一
例
を
杭
州
天
竺
寺

に
求
め
、
　
「
分
火
甚
だ
盛
ん
な
る
も
寺
僧
殺
生
駆
草
せ
ざ
る
な
く
、
寺
の
外
は
屠
家
甚
だ
多
き
」
　
（
全
書
巻
二
十
九
、
十
八
丁
）
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
し
、
ま
た
江
南
地
方
に
お
け
る
鼠
賊
ま
が
か
の
現
象
と
し
て
、
衣
食
に
あ
ぶ
れ
た
数
十
万
の
行
脚
僧
な
る
も
の
が
横
行
し
、

到
る
と
こ
ろ
遊
方
掛
悪
し
、
而
も
山
川
の
形
勢
に
く
あ
し
《
魂
層
各
地
方
⑳
虚
婁
を
法
り
、
、
大
骨
の
碧
羅
を
憶
え
湘
遊
民
徒
党
同
然
の
渡
り

鳥
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
を
概
溢
し
て
い
る
。
　
（
全
書
巻
三
十
二
通
与
戸
山
儒
少
参
）
こ
う
な
れ
ば
、
　
「
叢
林
塾
よ
い
よ
盛
ん
な
れ
ば
、

民
生
い
よ
い
よ
貧
し
」
　
（
外
書
巻
二
、
叢
林
害
民
）
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
龍
正
の
仏
教
批
判
を
通
観
し
て
、
す
で
に
気
づ
く
こ
と
は
」
な
ぜ
こ
れ
億
ど
ま
で
に
仏
教
が
流
行
し
、
社
会
の
各
層
に

浸
透
し
た
か
と
い
う
こ
と
へ
の
洞
察
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
ゆ
忠
憲
が
、
　
「
吾
が
儒
は
窮
理
を
最
も
先
と
な
す
。
理
・
心
空
に
徹
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す
る
も
禅
に
入
ら
ず
」
　
（
高
子
遺
書
巻
六
、
戌
午
吟
翠
眉
）
、
・
と
う
た
い
、
龍
正
自
身
も
、
　
「
聖
は
以
て
禅
を
該
ぬ
る
に
足
る
も
、
禅
は

こ
れ
聖
学
中
…
点
の
微
機
の
み
」
　
（
全
書
巻
二
十
、
八
丁
）
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
儒
と
禅
と
の
毫
忽
の
相
異
に
つ
い
て
、
深
い
解
明

が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
見
な
し
が
た
い
。
ま
し
て
そ
こ
に
流
行
し
て
い
る
も
の
が
、
依
然
と
し
て
禅
と
呼
ば
れ
る
特
定
宗
教
に
止
ま
る
の
　
層

か
、
或
い
は
仏
教
の
枠
を
脱
し
た
心
の
原
点
を
指
向
す
る
普
遍
的
体
験
で
あ
る
の
か
．
と
問
い
つ
め
て
み
る
視
点
は
、
全
く
欠
落
し
て
い

た
。
つ
ま
り
彼
が
「
聖
学
中
一
点
の
早
書
の
み
」
と
過
少
評
価
し
た
も
の
が
、
実
は
時
流
を
動
か
す
最
も
根
源
的
な
も
の
に
か
か
わ
っ
て

い
た
か
も
分
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
反
省
す
る
に
は
、
彼
は
余
り
に
も
根
強
く
朱
子
学
的
理
意
識
の
と
り
こ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め

に
彼
は
儒
を
護
ら
ん
と
し
て
、
か
え
っ
て
人
間
を
取
り
そ
こ
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
か
ら
彼
の
次
の
言
葉
が
、
ど
れ
だ
け
時
人

の
共
鳴
を
得
た
か
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
。

　
「
も
し
そ
れ
彗
星
と
禅
覚
と
は
、
発
源
は
る
か
に
殊
な
り
、
用
功
は
る
か
に
絶
す
。
彼
に
よ
り
て
以
て
此
に
通
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
、
既
に
得
ず
。
即

．
ち
彼
を
執
り
て
以
て
此
に
二
つ
る
も
、
ま
た
得
ず
。
径
ち
に
人
倫
の
日
用
に
於
て
、
実
に
察
し
実
に
行
わ
ぽ
、
忠
孝
到
頭
の
処
に
し
て
、

　
朝
聞
夕
可
具
足
せ
り
。
」
　
（
全
書
巻
四
十
六
、
答
朱
勉
斉
）

　
こ
れ
ほ
ど
仏
教
ぎ
ら
い
の
龍
正
が
、
雲
棲
株
宏
の
「
虫
送
文
」
に
だ
け
は
共
感
を
示
し
、
　
「
深
く
儒
理
を
布
く
」
　
（
全
書
巻
二
十
二
、

二
十
一
丁
）
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
彼
の
生
々
の
哲
学
と
協
和
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
而
も
仏
教
の
慈
悲
を
評
し
て
、
　
「
自
然
の
条
理

を
失
す
。
故
に
意
は
広
し
と
錐
も
、
道
は
多
く
窮
す
る
の
み
」
　
（
外
書
巻
二
、
遠
庖
厨
の
条
）
と
い
う
所
に
、
そ
の
基
本
的
態
度
が
微
動

だ
に
し
て
い
な
い
こ
と
を
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
明
代
思
想
史
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
る
陳
白
沙
は
、
一
朱
子
学
篤
信
者
に
対

し
、
「
全
べ
て
放
下
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
終
に
湊
泊
し
難
し
」
の
語
を
酬
い
た
が
（
白
沙
集
巻
三
、
与
羅
一
峰
）
龍
正
に
と
っ
て
、
こ
の

応
酬
は
、
恐
ら
く
＋
分
鐘
解
し
が
た
い
も
の
で
あ
．
た
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
．
」
そ
龍
正
は
、
白
沙
を
目
し
て
、
「
細
か
く
透
嬰
考

　
　
　
　
果
し
て
禅
な
る
こ
と
疑
い
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
書
巻
五
十
四
、
露
座
儒
書
凡
例
）
と
判
定
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
同

う
る
に
、

じ
く
主
静
を
標
榜
す
る
と
は
言
え
、
両
者
の
間
に
は
明
ら
か
に
異
質
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
龍
正
に
は
、
明
代
心
学
思
潮
発
生
の

因
由
と
初
心
を
、
正
確
に
見
通
す
視
点
が
欠
如
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
局
彼
の
思
想
と
実
践
を
、
一
定
の
規
格
の
中
に
踏
み
と

ど
ま
ら
せ
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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釈

（
－
）
　
弾
正
の
生
涯
に
関
す
る
叙
述
は
、
主
と
し
て
陳
幾
亭
全
書
巻
六
十
＝
．
一
、
陳
祠
部
公
家
伝
に
よ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
崇
禎
四
年

　
　
自
序
の
冠
せ
ら
れ
た
陳
幾
亭
全
書
及
び
幾
亭
外
書
を
使
用
し
た
が
、
以
下
全
書
・
外
書
と
略
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
2
）
　
た
だ
し
高
忠
憲
と
呉
志
遠
と
は
、
す
で
に
万
暦
二
十
二
年
頃
か
ら
交
際
が
あ
っ
た
。
忠
憲
の
「
困
学
記
」
参
照
。

（
3
）
　
忠
憲
に
お
け
る
静
坐
が
、
決
し
て
社
会
的
活
動
を
阻
む
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
彰
南
駒
・
も
釈
明
し
て
い
る
。
　
「

　
　
三
江
釈
鍛
録
」
参
照
。

（
4
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
終
章
外
書
二
二
、
五
十
一
丁
、
無
事
可
為
之
害
の
条
参
照
。
こ
こ
で
龍
正
は
、
単
な
る
無
事
閑
暇
は
大
不
祥
の

　
　
三
三
と
の
べ
て
い
る
。

（
5
）
　
三
三
の
伝
は
、
明
史
巻
二
百
二
十
一
に
出
づ
。

（
6
）
　
幾
亭
全
書
巻
五
十
、
三
三
念
台
先
生
参
照
。

（
7
）
　
龍
正
の
「
高
子
遺
書
序
」
参
照

（
8
）
　
金
書
巻
四
十
一
三
三
荊
陽
工
部
及
び
巻
四
十
二
復
旧
三
園
参
照

（
9
）
　
朱
子
学
者
館
腰
書
が
、
　
「
愚
思
う
に
、
王
氏
（
陽
明
）
と
高
弟
と
の
、
，
語
言
流
伝
す
る
も
の
は
、
宜
し
く
陽
明
要
書
の
例
に
な

　
　
ら
い
、
摘
み
て
こ
れ
を
弁
ず
べ
し
。
後
世
を
し
て
再
び
惑
わ
ざ
ら
し
む
る
に
庶
か
ら
ん
」
　
Q
二
二
堂
文
集
蛭
巻
七
）
と
い
う
の
は

　
　
　
『
陽
明
要
書
』
の
編
集
態
度
に
、
朱
学
に
よ
る
王
学
制
御
の
実
質
あ
り
と
読
み
と
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
朱
王
折

　
　
衷
論
者
で
あ
る
彰
南
晴
が
、
　
「
陳
幾
亭
先
生
に
陽
明
要
書
あ
り
。
分
類
や
や
妥
に
し
て
、
推
崇
特
に
至
れ
り
。
ま
ま
追
縄
の
処
あ

　
　
る
も
、
な
お
多
事
な
る
を
覚
ゆ
」
　
（
南
艶
文
稿
巻
十
一
、
与
王
草
堂
書
）
と
、
「
基
本
的
に
は
賛
意
を
表
し
な
が
ら
、
多
少
不
満
の

　
　
意
を
も
ら
す
の
は
、
同
一
事
態
を
逆
に
受
け
と
め
、
王
学
閉
塞
へ
の
危
惧
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
　
拙
著
『
明
代
思
想
研
究
』
参
照

（
1
1
）
　
李
卓
吾
批
判
に
つ
い
て
は
、
全
書
二
十
九
、
十
六
丁
及
び
外
書
血
糖
、
二
十
丁
参
照
。

（
1
2
）
　
田
力
は
ま
た
こ
う
も
い
う
。
　
「
群
し
て
党
せ
ず
と
は
、
孔
聖
の
明
訓
な
り
。
　
（
論
語
衛
霊
公
篇
の
語
）
心
す
る
者
は
、
，
難
く
愛

　
　
し
で
仁
に
親
し
む
。
党
す
る
者
は
同
を
喜
ん
で
異
を
悪
む
。
心
に
公
私
あ
れ
ば
、
迩
ま
た
弁
じ
易
し
。
た
と
え
百
人
を
以
て
率
と
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と
な
す
も
、
親
し
む
所
の
者
仁
な
れ
ぽ
、
＝
一
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
6
党
輩
豊
に
が
く
の
如
く
少
な
か
ら
ん
や
。
」
　
（
全
書
巻
五
十

　
　
三
、
群
党
解
）

　
　
ま
た
朱
子
の
与
奪
丞
相
書
は
至
当
で
な
い
と
の
べ
て
い
る
が
、
　
（
全
書
巻
四
十
一
、
復
銭
宗
伯
）
こ
れ
は
朱
子
文
集
巻
二
十
八
に
収

　
　
め
ら
れ
た
十
月
十
二
日
附
書
簡
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
中
の
君
子
小
人
論
が
朋
党
の
争
を
誘
発
す
る
恐
れ
あ
り
と
考
え
た
．

　
　
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
1
3
）
　
黄
宗
義
も
ま
た
「
置
網
（
忠
憲
）
の
旨
ま
た
一
転
せ
り
」
と
い
う
9
（
明
儒
学
案
、
東
林
学
棄
四
、
陳
当
直
の
条
）

（
1
4
）
　
ま
た
こ
う
も
言
う
。
　
「
理
義
に
明
ら
か
な
る
も
の
は
、
そ
の
心
の
安
と
不
安
と
拠
る
べ
し
。
理
義
に
明
ら
か
な
ら
ざ
る
も
の
は
、

　
　
そ
の
心
の
安
と
不
安
と
は
、
拠
る
に
足
ら
ず
。
或
い
は
浮
に
し
て
専
ら
世
情
を
顧
み
、
或
い
は
僻
に
し
て
物
情
を
顧
み
ず
。
浮
な
れ

　
　
ぽ
、
人
に
順
う
を
喜
び
、
人
に
得
る
を
戚
う
。
こ
れ
世
情
を
認
め
て
本
心
と
な
す
な
り
。
僻
な
れ
ぽ
、
層
討
ち
に
配
意
を
行
い
、
害

　
　
を
決
す
を
忌
ま
ず
。
こ
れ
本
心
を
認
め
て
物
情
の
外
に
在
り
と
す
る
な
り
。
・
世
情
に
は
、
宜
し
．
く
顧
み
る
べ
き
あ
り
、
宜
し
く
顧

　
　
み
る
べ
か
ら
ざ
る
あ
り
。
格
物
に
あ
ら
ナ
ん
ぽ
、
何
に
よ
り
て
そ
の
宜
し
き
と
宜
し
か
ら
ざ
る
と
を
分
た
ん
。
物
格
に
あ
ら
ず
ん

　
　
ば
、
何
に
よ
っ
て
本
心
を
し
て
自
得
せ
し
め
ん
。
」
　
（
外
書
巻
一
、
窮
理
方
能
見
本
心
の
条
）

（
1
5
）
　
ま
た
言
う
、
　
「
正
に
一
相
も
立
た
ざ
る
処
に
お
い
て
、
万
物
一
体
の
端
椀
を
体
認
し
出
さ
ん
と
欲
す
る
の
み
。
若
し
人
我
隔
絶

　
　
す
れ
ば
、
そ
の
高
き
を
養
い
静
を
習
う
こ
と
、
反
っ
て
隠
隠
と
し
て
一
段
の
殺
機
を
養
成
す
。
」
（
外
書
巻
一
、
以
生
字
明
器
の
条
）

（
1
6
）
　
書
賃
会
運
営
の
細
か
い
規
定
は
、
全
書
巻
二
十
三
の
同
誌
会
規
約
に
見
え
、
会
講
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
巻
二
十
四
の
同
善
会
講

　
　
　
語
に
く
わ
し
い
。

（
1
7
）
　
龍
正
は
ま
た
、
欧
陽
修
・
陸
象
山
・
陳
白
沙
の
三
名
は
、
論
罪
に
従
適
す
べ
か
ら
ず
と
し
て
い
る
。
　
（
全
書
巻
五
十
一
、
文
廟
従

　
　
　
祀
議
）

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
三
島
海
雲
記
念
財
団
よ
り
受
け
た
奨
励
金
に
も
と
つ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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